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Ｑ
．
防
災
備
蓄
倉
庫
が
整
備
さ
れ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
物
品
が
用
意

さ
れ
て
い
る
の
か
周
知
し
て
も
ら

い
た
い
。

Ａ
．
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
簡
易

ト
イ
レ
、
発
電
機
な
ど
を
保
管
し

て
い
ま
す
。
周
知
に
つ
い
て
は
今

後
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
．
学
校
建
設
費
用
の
50
億
円
と

は
学
校
単
独
な
の
か
複
合
施
設
も

合
わ
せ
た
金
額
な
の
か
。

Ａ
．
学
校
が
30
億
円
、
複
合
施
設

が
20
億
円
か
か
る
計
画
で
す
。

Ｑ
．
義
務
教
育
学
校
に
な
る
の
で

現
存
の
中
学
校
は
取
り
壊
す
こ
と

に
な
る
と
思
う
が
、
災
害
対
策
と

し
て
体
育
館
を
残
し
て
は
ど
う

か
。
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
活
用
で
き

る
の
で
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
．
現
在
は
取
り
壊
す
予
定
と
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
有
効
活
用
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
、
公
民
館
周
辺
を
整
備

し
て
い
く
と
思
う
が
町
民
の
避
難

場
所
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

Ａ
．
現
状
、
和
町
内
会
の
避
難
場

所
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
改
善
セ
ン

タ
ー
で
す
が
、
施
設
が
建
設
さ
れ

た
際
は
、
そ
ち
ら
が
新
た
な
避
難

場
所
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
北
竜
温
泉
の
噴
水
の
周
囲
に

子
ど
も
の
遊
具
を
設
置
す
る
な
ど

し
て
は
ど
う
か
。

Ａ
．
子
ど
も
の
遊
び
場
の
創
出
に

関
し
て
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

Ｑ
．
移
住
し
て
き
た
人
か
ら
住
宅

が
住
み
づ
ら
い
と
聞
い
て
い
る
の

で
改
善
し
て
欲
し
い
。

Ａ
．
現
在
、
１
棟
４
戸
の
住
宅
を

建
設
予
定
で
す
。
移
住
者
の
方
の

話
を
是
非
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
．
ゴ
ミ
ボ
ッ
ク
ス
の
管
理
が
大

変
な
の
で
、
バ
ス
停
の
管
理
の
よ

う
に
補
助
金
や
管
理
費
を
出
す
な

ど
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
．
ゴ
ミ
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は

地
元
の
要
請
に
基
づ
き
設
置
し
て

い
る
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
．
空
き
家
に
つ
い
て
、
事
故
が

起
こ
る
前
に
除
却
で
き
な
い
か
。

Ａ
．
行
政
代
執
行
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
事
務
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
．
町
道
の
Ｔ
字
看
板
が
取
れ
て

お
り
、
端
に
よ
け
て
い
る
が
、
町

は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
道
路
維
持
で
対
応
済
み
の
も

の
以
外
に
、
積
雪
時
に
修
理
す
る

予
定
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
今
後

も
随
時
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
適
切

に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
．
鹿
の
電
気
柵
に
つ
い
て
、
管

理
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
止
め

て
し
ま
う
と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
鹿

が
入
っ
て
き
て
し
ま
う
。
で
き
る

限
り
続
け
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ
．
電
気
柵
対
策
の
継
続
を
可
能

な
限
り
進
め
る
と
共
に
、
猟
友
会

の
協
力
を
仰
ぎ
被
害
の
抑
制
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
．
高
温
に
よ
る
農
作
物
へ
の
影

響
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
資
材
の
助
成
を
お
願
い
出
来

な
い
か
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
へ

の
機
材
購
入
支
援
も
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。

Ａ
．
特
産
品
の
生
産
振
興
支
援
の

観
点
で
、
Ｊ
Ａ
と
も
協
議
し
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
規

就
農
者
と
共
に
支
援
内
容
を
精
査

し
、
国
の
優
位
支
援
を
視
野
に
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
．
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
の
運
営
に

つ
い
て
、
現
場
の
声
を
十
分
に
聞

い
た
上
で
今
後
の
対
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
今
シ
ー
ズ
ン
よ
り
、
関
係
者

間
の
共
通
認
識
を
高
め
る
た
め
、

北
竜
町
ひ
ま
わ
り
の
里
ガ
イ
ド
マ

ニ
ュ
ア
ル
＆
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
制

作
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
共
有
を

目
的
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
介
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
円
滑
な

観
光
業
務
の
運
営
を
目
指
し
、
今

後
も
引
き
続
き
関
係
者
の
声
が
届

く
環
境
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

Ｑ
．
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額
が

近
隣
と
比
べ
て
少
な
い
の
で
は
。

メ
イ
ン
は
お
米
だ
と
思
う
の
で
近

隣
市
町
の
よ
う
に
で
き
な
い
の
か
。

Ａ
．
今
年
か
ら
中
間
管
理
事
業
者

へ
委
託
を
始
め
、
サ
イ
ト
の
写
真

な
ど
を
変
更
し
寄
付
額
を
上
げ
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
お
米
の
量
の
確
保
に
つ
い
て

も
拡
大
に
向
け
て
Ｊ
Ａ
と
協
議
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

開
催
報
告

開
催
報
告

町
で
は
町
民
の
意
見
要
望
を
来
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
８
月
か
ら

町
で
は
町
民
の
意
見
要
望
を
来
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
８
月
か
ら

1010
月
に
か
け
て
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
４
カ
所
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

月
に
か
け
て
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
４
カ
所
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
際
に
い
た
だ
い
た
主
な
意
見
・
要
望
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
際
に
い
た
だ
い
た
主
な
意
見
・
要
望
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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令和８年

北竜消防出初式を開催

　１月８日、改善センターにて令和８年北竜消防出初

式が開催されました。

　出初式では、中山団長による挨拶から始まり、消防

団部隊観閲式、佐々木町長による年頭の言葉の後、無

火災による団体表彰並びに団員への永年勤続表彰の伝

達が行われました。

北竜消防団 第１分団和地区の北竜消防団 第１分団和地区の
「消防ポンプ自動車」を更新しました！「消防ポンプ自動車」を更新しました！

　令和７年１２月２４日に、北竜消防団（中山成幸団長) 第１分団和地区の「消防ポンプ自動車」

を更新しました。

　旧車両は、平成１３年２月に配備されてから２４年余りの永きに渡り災害現場等で活躍してきま

したが、老朽化による傷みが激しいため今回の更新となりました。

　新車両は、旧車両と同様に火災が発生した際は、消火栓や防火水槽から水を吸い上げて放水し、

その他、エンジンカッター等の油圧救助資機材やＡＥＤ等の救急資機材も積載しており、多種多様

な災害に対応できる仕様となっています。

　同日に行なわれた納車式では、佐々木町長から中山団長にエンジンキーが手渡され、佐々木町長

より「町民の安心安全のためにご尽力をご期待申し上げます」と激励の言葉が送られました。

　北竜町できらりと光る町民を紹介するインタビューメディア『ひまわりの

まわり』 が 「ｎｏｔｅ」 でスタートしました。

　これまで「谷本かよ子さん」「武下智美さん」「藤信清彦さん」「山上未春さ

ん」「中村裕世さん」「岸直樹さん」の記事が掲載されています。今後も月に

２名程度の方をご紹介していきます。更新をお楽しみに！

【問い合わせ先】役場まち未来戦略課　℡：３４‐７０２９

https://note.com/
himawari_mawari

インタビューインタビュー
　メディア　メディア『ひまわりのまわり』『ひまわりのまわり』がスタート！がスタート！
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令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
は
12

月
11
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

10
月
10
日
（
金
）

■
調
査
事
項　

国
民
健
康
保
険
事

業
の
運
営
状
況
及
び
保
健
事
業
の

実
施
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

11
月
21
日
（
金
）

■
調
査
事
項　

ひ
ま
わ
り
油
の
状

況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

　

薦
に
つ
い
て

　

南　

秀
幸　

氏
（
新
）

○
名
誉
町
民
の
推
戴
に
つ
い
て

　

本
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た

　

た
め

【
１
月
】

８
日
…
北
竜
消
防
出
初
式

９
日
…
社
会
福
祉
協
議
会
新
年
の

集
い

10
日
…
20
歳
を
祝
う
会

15
日
…
全
員
協
議
会

16
日
…
北
竜
町
商
工
会
新
年
交
礼

会
並
び
に
優
良
勤
続
者
表
彰
式

19
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

20
日
…
議
会
運
営
委
員
会
、
北
竜

町
議
会
第
１
回
臨
時
会

21
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
新
年
交
礼
会

27
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

28
日
…
議
会
等
Ｏ
Ｂ
会
新
年
会

【
２
月
】

５
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長
会
第

１
回
定
期
総
会

17
日
…
中
・
北
空
知
廃
棄
物
処
理

広
域
連
合
議
会
定
例
会

20
日
…
北
海
道
監
査
委
員
協
議
会

定
例
大
会
、研
修
会
（
監
査
委
員
）

未
定
…
例
月
出
納
検
査

　

佐
野　

豊　

氏

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　

員
の
選
任
に
つ
い
て

　

白
岡　

直
樹　

氏
（
再
）

○
北
竜
町
表
彰
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
北
竜
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
第
２
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
第
１
号
会
計
年
度
任
用

職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
、
勤
勉

手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て

○
令
和
７
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
７
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

委
員
会
報
告

諮
問

同
意

原
案
可
決

議会広報委員会議会広報委員会Ｎｏ．４１６
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12
月
11
日
に
開
会
さ
れ
た
第
４
回
定

例
会
で
は
、
４
名
の
議
員
か
ら
５
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

沖
野
議
員

　

近
年
、
大
学
、
短
大
、
専
門
学

校
な
ど
の
授
業
料
の
値
上
げ
と
、

家
賃
、
水
道
光
熱
費
な
ど
の
物
価

高
騰
の
影
響
で
学
生
や
家
族
の
負

担
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

現
在
の
北
竜
町
奨
学
金
制
度

は
、
月
額 

大
学
生
３
万
５
千
円
、

短
大
生
３
万
円
、
高
校
生
２
万
円

に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

物
価
上
昇
を
見
据
え
た
奨
学
金
設

定
に
で
き
な
い
か
理
事
者
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

田
中
教
育
長

　

近
年
の
物
価
、
授
業
料
、
家
賃

な
ど
の
上
昇
に
よ
り
学
生
や
家
庭

の
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
こ
と

は
教
育
委
員
会
と
し
て
も
重
要
な

課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
奨
学
金
利
用
促
進

や
保
証
人
の
人
数
の
削
減
な
ど
の

制
度
の
改
善
を
進
め
て
い
る
が
、

昨
今
の
物
価
高
騰
や
生
活
環
境
の

変
化
で
現
在
の
貸
付
額
が
十
分
で

あ
る
か
検
討
し
て
い
く
。

　

貸
付
金
額
を
増
や
し
た
場
合
に

は
将
来
償
還
額
が
増
え
る
こ
と
に

な
り
、
卒
業
後
の
負
担
が
重
く
な

ら
な
い
よ
う
に
配
慮
が
不
可
欠

で
、
制
度
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見

て
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
物
価
の

動
向
、
国
や
道
の
支
援
策
、
他
自

治
体
の
制
度
な
ど
を
分
析
し
つ

つ
、
貸
付
額
見
直
し
の
是
非
や
返

済
負
担
を
抑
え
る
方
策
な
ど
制
度

全
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　

何
よ
り
、
子
供
た
ち
が
経
済
的

理
由
で
進
学
を
断
念
す
る
事
が
無

い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

沖
野
議
員

　

近
隣
で
は
、
設
定
が
最
高
５
万

円
の
町
も
あ
る
。
授
業
料
も
国
立

大
学
の
値
上
げ
が
決
定
し
て
い
る

所
も
あ
り
、
準
じ
て
他
学
校
も
授

業
料
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
る
と
予

想
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を

見
据
え
た
奨
学
金
設
定
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

尾
﨑
議
員

　

や
わ
ら
保
育
園
の
給
食
に
関
し

て
の
質
問
に
は
令
和
６
年
４
月
の

定
例
会
で
「
絶
対
に
や
る
」
と
答

弁
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
令
和
６

年
９
月
に
「
北
竜
町
立
や
わ
ら
保

育
園
の
認
可
保
育
園
移
行
と
給
食

委
託
進
捗
状
況
は
」
の
質
問
の
お

答
え
と
し
て
「
認
可
保
育
園
移
行

の
考
え
は
な
い
が
、
給
食
に
つ
い

て
は
諦
め
る
つ
も
り
は
な
い
。
粘

り
強
く
前
向
き
に
踏
み
出
せ
る
よ

う
に
進
め
る
」
と
の
答
弁
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

あ
れ
か
ら
１
年
３
カ
月
が
経
過

し
未
だ
に
実
施
に
至
っ
て
い
な
い

が
、
こ
の
先
の
明
確
な
お
考
え
を

伺
い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

調
理
室
設
備
の
関
係
上
外
部
搬

入
と
な
る
が
、
そ
の
場
合
は
注
文

数
や
搬
入
ル
ー
ト
、
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
の
問
題
等
で
受
託
業
者
が
見

つ
か
ら
な
い
。

　

永
楽
園
の
委
託
業
者
を
変
更
す

る
に
伴
い
、
１
社
に
検
討
の
余
地

が
あ
る
が
、
米
価
高
騰
の
影
響
で

地
元
の
米
を
使
わ
な
い
可
能
性
が

あ
り
、是
非
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
で
、

と
の
話
を
進
め
て
い
る
。

尾
﨑
議
員

　

11
月
に
厚
沢
部
町
の
認
定
こ
ど

も
園
「
は
ぜ
る
」
を
議
員
職
員
で

視
察
し
た
。

　

北
竜
町
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し

て
建
て
ら
れ
た
こ
ど
も
園
で
、
建

築
が
決
ま
っ
て
か
ら
園
長
さ
ん
を

始
め
、
関
わ
る
皆
さ
ん
で
し
っ
か

り
３
年
か
け
て
『
あ
そ
び
の
中
か

ら
学
ぶ
』
と
い
う
共
通
理
念
を
基

に
建
て
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
理
念

通
り
の
保
育
体
制
の
中
で
、
子
ど

も
た
ち
の
目
は
輝
き
、
さ
ら
に
保

育
園
留
学
で
成
果
を
上
げ
、
同
時

に
町
に
と
っ
て
も
経
済
効
果
や
関

係
人
口
の
面
で
も
実
績
を
上
げ
て

い
る
。

　

初
動
態
勢
か
ら
の
出
遅
れ
が
現

在
の
状
況
に
大
き
く
影
響
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
子
ど
も
た
ち

が
園
で
過
ご
す
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
な
の
で
一
日
も
早
く
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

第
三
次
子
ど
も
子
育
て
支
援
政

策
と
し
て
、
行
政
ば
か
り
で
な
く

教
育
委
員
会
も
一
緒
に
な
っ
て
、

ま
た
地
方
創
生
の
取
り
組
み
も
併

せ
て
「
子
育
ち
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し

て
子
ど
も
が
自
ら
遊
び
の
中
で
の

成
長
を
促
す
取
り
組
み
も
計
画
さ

れ
て
い
る
の
で
期
待
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

給
食
に
対
す
る
現
場
で
は
依
然

多
く
の
角
度
か
ら
の
問
題
が
あ
る

の
で
、そ
れ
を
踏
ま
え
進
め
た
い
。

沖
野
議
員

 
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

尾
﨑
議
員

 

や
わ
ら
保
育
園
の
給
食
に

 

つ
い
て
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林
議
員

　

北
竜
町
で
は
現
在
補
聴
器
購
入

費
の
助
成
は
身
体
障
害
者
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
方
の
み
で
あ
る
。

　

加
齢
に
よ
り
難
聴
に
な
る
と
人

と
の
会
話
や
外
出
が
減
り
、
話
さ

な
い
時
間
が
続
く
事
が
認
知
症
の

リ
ス
ク
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
近
年
の
研
究
で
も
わ
か
っ
て

き
て
い
る
と
の
こ
と
。
加
齢
に
よ

り
難
聴
に
な
っ
て
い
る
方
が
、
認

知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
ぜ

ひ
補
聴
器
購
入
費
の
助
成
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、
理

事
者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

澤
田
議
員

①
熊
の
駆
除
に
つ
い
て
は
町
に
２

基
あ
る
檻
の
ワ
ナ
に
よ
る
捕
獲
が

澤
田
議
員

①
街
中
に
お
け
る
熊
の
駆
除
に
つ

い
て
、
警
察
官
職
務
執
行
法
で
の

佐
々
木
町
長

　

難
聴
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
は

加
齢
の
他
に
ス
ト
レ
ス
な
ど
環
境

の
要
因
が
あ
る
と
も
聞
い
て
い

る
。
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
特
に
お

子
さ
ん
な
ど
難
聴
が
障
害
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
方
に
つ
い
て
も
当
然

考
え
る
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。
国

や
道
、
そ
の
他
近
隣
自
治
体
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
全
国
一
律

の
公
的
補
助
制
度
の
創
設
に
向

け
た
働
き
か
け
を
行
う
と
共
に
、

様
々
な
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
行

な
い
、
補
聴
器
助
成
に
関
す
る
検

討
を
始
め
て
い
く
。

基
本
で
あ
り
、
有
害
駆
除
な
の
で

許
可
を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば
駆

除
で
き
な
い
が
、
檻
に
入
っ
た
熊

駆
除
判
断
の
遅
さ
に
よ
る
こ
と
か

ら
緊
急
避
難
的
に
銃
猟
を
行
え
る

よ
う
法
改
正
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ

が
、
周
辺
住
民
の
避
難
指
示
、
交

通
規
制
、
地
権
者
と
の
調
整
等
の

安
全
確
保
、
ま
た
、
ハ
ン
タ
ー
へ

の
腕
章
交
付
等
、
手
順
が
煩
雑
で

時
間
が
か
か
る
の
が
問
題
だ
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
一
連
の
流
れ
を

速
や
か
に
行
う
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
が
必
要
だ
が
、
北
海
道
で
は

10
月
時
点
で
13
自
治
体
が
作
成
し

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
職
員
が
責

任
を
持
っ
て
判
断
を
下
す
こ
と
が

出
来
る
の
か
。
そ
し
て
、
ハ
ン
タ

ー
が
そ
の
指
示
に
従
え
る
の
か
疑

問
だ
。
緊
急
銃
猟
を
目
指
す
な
ら

ば
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
だ
が
、
そ

の
考
え
は
あ
る
か
伺
い
た
い
。

②
法
改
正
に
伴
い
、
自
治
体
向
け

に
生
命
・
障
害
・
物
損
リ
ス
ク
に

対
す
る
保
険
が
で
き
た
が
、
ハ
ン

タ
ー
に
対
す
る
免
責
に
つ
い
て
は

明
確
で
は
な
い
。
ハ
ン
タ
ー
に
と

っ
て
は
最
大
の
リ
ス
ク
と
い
え
る

が
、
こ
の
点
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。

③
市
街
地
に
熊
が
留
ま
っ
た
時

に
、
警
察
の
狙
撃
隊
が
要
請
に
よ

り
遅
延
な
く
現
場
に
来
て
も
ら
え

る
の
か
伺
い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

緊
急
銃
猟
は
北
海
道
警
察
と
連

携
し
て
、
町
長
が
ハ
ン
タ
ー
に
依

頼
し
行
う
も
の
だ
が
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
に
つ
い
て
、
北
海
道
警

察
や
他
の
自
治
体
等
を
参
考
に
し

て
進
め
て
い
る
。
法
改
正
は
さ
れ

た
が
、
現
状
で
は
様
々
な
問
題
が

あ
り
検
証
が
必
要
だ
。熊
対
策
は
、

災
害
対
策
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
の
で
、
ハ
ン
タ
ー
の
免
責
に
つ

い
て
国
と
道
に
申
し
伝
え
る
。

澤
田
議
員

　

緊
急
銃
猟
に
は
手
順
が
必
要

だ
。
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
現

場
で
の
射
撃
の
判
断
を
下
す
の
は

誰
な
の
か
。
人
的
な
被
害
が
発
生

し
た
場
合
の
ハ
ン
タ
ー
の
免
責
が

明
確
に
な
る
よ
う
、
警
察
に
申
し

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

街
中
で
事
態
が
発
生
し
、
警
察

の
狙
撃
隊
を
要
請
し
て
も
現
状
で

は
と
て
も
間
に
合
う
と
は
思
え
な

い
。
地
方
自
治
体
は
、
警
察
官
職

務
執
行
法
に
よ
る
射
撃
命
令
を
速

や
か
に
出
し
て
も
ら
う
事
を
要
請

す
べ
き
だ
と
思
う
。

佐
々
木
町
長

　

要
望
に
沿
え
る
よ
う
、自
治
体
、

猟
友
会
、
北
海
道
町
村
会
が
連
携

し
て
国
に
対
し
て
申
し
入
れ
を
行

な
っ
て
い
く
。

澤
田
議
員

　

緊
急
銃
猟
時
に
鉛
弾
を
使
用
で

き
る
が
、
通
常
は
野
鳥
等
へ
の
影

響
が
あ
る
と
し
て
、
鉛
弾
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
。
緊
急
銃
猟
に
な
ら

な
い
地
方
の
郊
外
で
の
熊
駆
除
に

対
し
て
は
、厳
重
な
管
理
の
も
と
、

檻
に
入
っ
た
熊
に
対
し
て
鉛
弾
を

使
用
出
来
る
よ
う
に
道
に
申
し
入

れ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

そ
れ
ら
も
含
め
て
、
要
請
を
行

な
っ
て
い
く
。

林
議
員

 

補
聴
器
購
入
費
の
助
成
に

 

つ
い
て

澤
田
議
員

 

熊
の
駆
除
の
た
め
の
若
手
ハ
ン
タ
ー

 

の
育
成
と
北
空
知
に
於
け
る
地
域
連

 

携
に
つ
い
て

澤
田
議
員

 

ク
マ
の
緊
急
銃
猟
に
つ
い
て
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を
止
め
刺
し
す
る
に
は
経
験
の
積

ん
だ
者
で
な
け
れ
ば
難
し
い
の

で
、
不
在
の
場
合
の
対
応
に
課
題

が
あ
る
。

　

若
手
の
猟
友
会
メ
ン
バ
ー
が
、

射
撃
場
で
訓
練
を
積
ん
で
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
が
、
弾
丸
も
高
騰
し
て

い
て
、
一
発
１
，
５
０
０
円
以
上

し
、
10
発
で
は
１
５
，
０
０
０
円

以
上
か
か
る
。
若
手
ハ
ン
タ
ー
育

成
の
た
め
、
上
限
を
決
め
て
助
成

措
置
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
近
隣
の
沼
田
町
、
秩
父
別
町
、

雨
竜
町
等
、
鹿
や
熊
捕
獲
の
た
め

に
お
互
い
協
力
し
合
え
る
仕
組
み

を
行
政
が
主
導
し
て
働
き
か
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

本
年
の
熊
の
捕
獲
駆
除
は
14
頭

と
な
っ
た
。
若
手
ハ
ン
タ
ー
の
活

動
に
伴
う
経
費
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
お
り
、
新
た
な
課
題
と
考

え
て
い
る
。

　

町
単
独
で
は
限
界
が
あ
る
の
で

近
隣
市
町
と
の
連
携
が
重
要
で
あ

り
、
協
議
を
進
め
て
猟
友
会
と
も

相
互
に
連
携
を
強
化
し
て
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

極
寒
の
こ
の
時
期
は
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
の
仕
込
み
の
季
節
。

菌
だ
の
発
酵
だ
の
目
に
は
見

え
な
い
豊
か
な
働
き
を
、
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
す
時
間
の
中
で

親
し
む
の
で
す
。

　

味
噌
・
甘
酒
・
塩
こ
う
じ
・

味
醂
等
々
、
仕
込
み
の
基
と
な

る
糀
作
り
。
毎
回
出
来
は
違
っ

て
い
る
の
が
興
味
深
く
、
数
カ

月
振
り
に
仕
込
む
と
き
は
多

少
時
間
が
か
か
る
。
し
か
し
二

度
目
三
度
目
と
な
る
と
空
気

中
に
浮
遊
す
る
菌
に
助
け
ら

れ
て
菌
糸
が
元
気
一
杯
に
成

長
を
始
め
て
、
香
し
く
ふ
か

ふ
か
の
糀
が
出
来
上
が
る
の

で
す
。

　

糀
菌
の
働
き
に
関
わ
る
メ

ン
バ
ー
割
合
は
、善
玉
菌
２
割
・

日
和
見
菌
７
割
・
悪
玉
菌
１
割
。

『
日
和
見
菌
』

　

糀
づ
く
り
の
回
を
重
ね
る

う
ち
に
上
手
に
出
来
る
の
は
、

日
和
見
菌
が
善
玉
菌
の
応
援

を
始
め
て
、
基
と
な
る
糀
菌
が

有
能
活
発
に
働
い
て
く
れ
る

た
め
で
す
。

　

こ
の
「
日
和
見
菌
」
は
善
玉

悪
玉
ど
ち
ら
に
も
変
化
す
る

こ
と
が
可
能
と
い
う
こ
と
。
普

段
は
お
と
な
し
く
「
善
」
を
応

援
し
て
い
る
の
に
、
一
旦
悪
玉

が
増
え
て
環
境
が
弱
く
な
る

と
「
悪
」
の
味
方
を
す
る
か
ら

堪
ら
な
い
。
信
じ
ち
ゃ
い
け
な

い
日
和
見
菌
。
で
も
大
切
な
の

は
悪
を
絶
や
す
よ
り
、
善
が
日

和
見
仲
間
を
増
や
し
て
バ
ラ

ン
ス
を
維
持
す
る
こ
と
。
何
か

親
近(

菌)

感
で
興
味
深
い
マ

ク
ロ
の
世
界
で
す
。

 　
　
　
　
　
　

（
尾
﨑 

圭
子
）

　

12
月
11
日
、
定
例
会
の
前
に
真
竜

小
学
校
６
年
生
に
よ
る
子
ど
も
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
６
年
生
の
生

徒
11
名
は
、
議
長
１
名
、
議
員
10
名

に
分
か
れ
、
議
員
10
名
は
そ
れ
ぞ
れ

質
問
を
述
べ
、
町
長
や
教
育
長
よ
り

答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も

達
の
素
直
な
意
見
が
出
さ
れ
、
と
て

も
充
実
し
た
子
ど
も
議
会
で
し
た
。

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
先
生

方
の
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
子
ど
も
議
会
の
一
般
質
問

①
ス
キ
ー
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

②
公
園
の
草
刈
り
や
落
ち
葉
拾
い
に

　
つ
い
て

③
遊
具
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

④
改
善
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
に
つ
い
て

⑤
街
灯
に
つ
い
て

⑥
熊
対
策
に
つ
い
て

⑦
北
竜
町
の
宿
泊
施
設
に
つ
い
て

⑧
夜
の
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
に
つ
い
て

⑨
習
い
事
に
つ
い
て

⑩
北
竜
町
の
お
店
に
つ
い
て

子ども議員による一般質問子ども議員による一般質問議事進行を行う藤田悠乃議長議事進行を行う藤田悠乃議長

子
ど
も
議
会
を
開
催

子
ど
も
議
会
を
開
催

1212
月月
1111
日日
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今
月
の
行
政
相
談

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、

自
宅
か
ら
深
川
警
察
署
沼
田
警
察

庁
舎
ま
で
無
料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
２
・
３
月
の
無
料
送
迎
日
】

■
２
月
20
日
（
金
）

※
申
し
込
み
期
限
２
月
17
日（
火
）

■
３
月
19
日
（
木
）

※
申
し
込
み
期
限
３
月
16
日（
月
）

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

戸
籍
・
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
今
月
の
定
例
相
談
日
】

　

２
月
17
日(

火)

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

　

長
谷
川
秀
幸

　

℡
３
４
‐
２
６
１
１

○日時　２月13日（金）10:00～11:30

　場所　やわら保育園

　内容　保育園自由開放

○日時　２月26日（木）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター

　内容　楽しい室内遊び

ピカピカキッズ
○日時　２月19日（木）10:00～11:30

　場所　すこやかセンター

　内容　保健師講話

ちびっこひろば

北竜町地域子育て支援センター
℡：３４‐８８０２

■夜間急病テレホンセンター ℡：22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

2/1
 （日）

深川市立病院
(担当医・津田こどもクリニック
 院長 津田尚也）

℡ 22-1101

歌志内ホワイト歯科
クリニック
℡ 0125-42-4618

2/8
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

小西歯科医院
℡ 0124-23-0102

2/11
 （水）

深川市立病院
℡ 22-1101

2/15
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

杉村歯科医院
℡ 22-2323

2/22
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

山中歯科医院
℡ 0125-65-5554

2/23
 （月）

深川第一病院
℡ 23-3511

3/1
 （日）

深川市立病院
(担当医・津田こどもクリニック
 院長 津田尚也）

℡ 22-1101

はぎわら歯科
クリニック
℡ 0124-22-5858

休 日 当 番 医

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】　

２
月
17
日(

火)

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
担
当
者
】

■
民
生
委
員
児
童
委
員

　

高
橋
委
員
・
中
村
委
員

■
人
権
擁
護
委
員

　

瀬
戸
委
員

巡
回
無
料
法
律
相
談

　

北
竜
町
実
施
の
巡
回
無
料
法
律

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
旭
川
弁
護
士
会
所
属

　
　
　
　

 

石
井
洋
文 

弁
護
士

【
日
時
】　 

２
月
13
日
（
金
）

　
　
　

 　

13
時
30
分
～
16
時

【
場
所
】　

　

北
竜
町
公
民
館
第
一
研
修
室

【
予
約
受
付
】

　

役
場
総
務
課
総
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
に
つ
い
て

　

左
記
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
事
前
の
電
話
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
時
間
外
窓
口
で
は
転
入
・
転
居
・

転
出
な
ど
の
住
所
の
移
動
、
印
鑑

登
録
、
証
明
書
発
行
業
務
等
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
２
月
16
日
（
月
）
～

　
　
　
　

２
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
19
時
迄

　
　
　
　

※
電
話
予
約
必
須

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
こ
ど
も
・
く
ら
し
応
援
課

　

戸
籍
・
町
民
生
活
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

に
は
届
出
が
必
要
で
す

　

土
地
の
売
買
・
賃
借
・
交
換
・

営
業
譲
渡
な
ど
、
一
定
面
積
以
上

の
土
地
取
引
に
係
る
契
約
を
し
た

場
合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
の

規
定
に
よ
り
、
そ
の
土
地
が
所
在

す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

※
届
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
届
出
の
対
象
と
な
る
面
積
】

北
竜
町
の
場
合　

１
万
㎡
以
上

【
届
出
者
】

土
地
の
権
利
取
得
者
（
買
主
等
）

【
届
出
期
限
】

契
約
締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内

※
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
、
届

出
書
の
提
出
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

【
提
出
書
類
】　

各
３
部

・
土
地
売
買
等
届
出
書

・
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し

・
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た

縮
尺
５
万
分
の
１
以
上
の
地
形
図

・
土
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を

明
ら
か
に
し
た
５
千
分
の
１
以
上

の
図
面

・
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た

図
面

・
委
任
状
（
代
理
人
が
届
出
す
る

場
合
）

【
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
ま
ち
未
来
戦
略
課

　

ま
ち
づ
く
り
・
情
報
推
進
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
９ 

２
０
２
６
年
度

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間
】

２
月
19
日(

木)

～

３
月
23
日(

月)[

受
信
有
効]

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
.
g
o
.
j
p
/

saiyo/siken/sennmonnsyoku_

d
a
i
s
o
t
s
u
/
r
o
u
k
i
/
r
o
u
k
i
_

daisotu.html

【
受
験
資
格
】

①
平
成
８
年
４
月
２
日
～

平
成
17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

[

Ａ] 

大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒

業
し
た
者
及
び
２
０
２
７
年
３
月

ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
者

[

Ｂ] 

人
事
院
が[

Ａ] 

に
掲
げ
る

者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
者

【
試
験
日
程
】

第
１
次
試
験　

５
月
24
日(

日)

第
２
次
試
験　

７
月
７
日(

火)

～

７
月
10
日(

金)

の
指
定
さ
れ
た
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
労
働
局

　

総
務
部
総
務
課 

人
事
第
一
係

　

℡
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

　

(

内
線 

３
５
０
８)

水
道
検
針
員
の

    

　
募
集
の
お
知
ら
せ

　

町
内
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
従
事
内
容
】　

　

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
業
務

（
毎
月
１
日
～
７
日
頃
の
期
間
に

各
世
帯
、
施
設
の
水
道
メ
ー
タ
ー

を
検
針
す
る
業
務
。
た
だ
し
１
月

を
除
く
11
ヶ
月
間
）

【
募
集
人
員
】

　

若
干
名
（
和
市
街
・
碧
水
市
街
）

【
応
募
資
格
】

　

健
康
状
態
が
良
好
な
方

（
学
生
不
可
・
自
動
車
ま
た
は
バ

イ
ク
等
を
利
用
す
る
場
合
は
運
転

免
許
を
持
っ
て
い
る
方
）

【
業
務
期
間
】

　

令
和
８
年
４
月
～

　

令
和
９
年
３
月
ま
で

　

（
更
新
あ
り
）

【
賃
金
】

　

日
額
１
２
，
０
０
０
円
～

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
原
設
備
工
業
（
株
） 

℡
０
１
２
５
‐
２
３
‐
４
４
１
０

令
和
７
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】
～
２
月
19
日
（
木
）

【
試
験
期
日
】

　

３
月
１
日
（
日
）・
２
日
（
月
）

　

の
ど
ち
ら
か
１
日

【
試
験
会
場
】

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

旭
川
地
区
隊

　

℡
０
１
６
６
‐
５
５
‐
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
総
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

■
募
集
相
談
員

　

加
藤
宰
・
松
本
浩
章
・

　

寺
垣
信
晃
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まちの動き
１月１日現在（前月比）

世帯数　７６０世帯(－６)
 人口 １, ５５１人(－９)
　男　　　７４３人(－４)
　女　　　８０８人(－５)

(外国人含)

　１２月２０日、みんなの広場「おむすび」では、役場・支援センター協賛によるクリスマスパーティー

を行いました。子どもからシニアまで幅広い世代が参加し、けん玉パフォーマンスの披露やゲーム

を通して交流を深めました。終盤には巨大なサプライズケーキが登場し、会場は歓声と笑顔に包ま

れました。世代を超えた触れ合いにより、地域のつながりを感じる温かなひとときとなりました。

　また、今回は前日準備から当日の運営まで地域の方々のお手伝いもあり、円滑にイベントが開催

されました。ご参加・ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。

　次回のイベントは、２月１４日（土）に多世代交流ボードゲーム体験会を開催します。参加する

には申し込みを行ってください。詳しくは今月号の折り込みチラシをご覧ください。

【問い合わせ先】　北竜町社会福祉協議会　担当：村井 恵（コミュニティソーシャルワーカー）
　　　　　　　　℡：３４‐２４３５ ／ 携帯電話：０９０‐２８１８‐２４３５（直通）
　　　　　　　　※相談支援業務も行っています。お気軽にご相談ください。

■開 放 日：２月２日、９日、１６日（毎週月曜日／祝日は休み）

■利用時間：１３時～１７時まで（利用時間内の出入り自由）

みんなの広場おむすみんなの広場おむすびび『『クリスマスパーティークリスマスパーティー』』を開催を開催
～～ 北竜町社会福祉協議会からのお知ら北竜町社会福祉協議会からのお知らせせ ～～

■
道
路
を
狭
め
て
し
ま
い
、
車
両
走

行
や
歩
行
者
通
行
の
妨
害
に
な
り

ま
す
。

■
交
差
点
付
近
の
見
通
し
を
妨
げ
、

交
通
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。 

■
緊
急
車
両
の
活
動
を
妨
げ
、
人
命

救
助
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

■
歩
行
者
事
故
な
ど
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

■
除
排
雪
作
業
の
障
害
と
な
り
、
生

活
に
も
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

ダ
メ
絶
対

み
ん
な
が
困
る
迷
惑
駐
車

５
月
か
ら
電
気
使
用
開
始
の

手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

　

２
０
２
６
年
５
月
か
ら
、
引
越

し
な
ど
に
よ
る
電
気
の
使
用
開
始

の
際
は
、
ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
電
気
メ
ー
タ
ー
の
通
電

（
遠
隔
操
作
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

希
望
日
か
ら
電
気
を
使
用
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
、
契
約
を
希
望

す
る
電
力
会
社
へ
事
前
に
使
用
開

始
の
申
し
込
み
を
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。
ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
電
力
会
社
か
ら
の
申
込
み
を

受
け
て
使
用
開
始
日
ま
で
に
通
電

（
遠
隔
操
作
）
を
行
い
ま
す
。
電

気
の
使
用
開
始
が
決
ま
っ
た
ら
電

力
会
社
へ
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
力
会
社
（
小
売
電
気

事
業
者
）
と
は
、
電
気
を
一
般
の

ご
家
庭
や
企
業
に
販
売
す
る
会
社

の
こ
と
で
、
電
力
会
社
一
覧
に
つ

い
て
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
深
川

℡
０
１
２
０
‐
０
６
‐
０
１
９
２

（
ガ
イ
ダ
ン
ス
５
）



1111 令和８年２月号令和８年２月号

思
わ
ぬ
も
病
衣
の
五
階
去
年
今
年          

山
本
玲
子

正
月
の
背
く
ら
べ
爺
の
負
け
つ
づ
く        

山
岸
正
俊

阿
と
吽
の
夫
婦
の
こ
よ
み
団
子
花          

吉
尾
広
子

初
詣
己
が
一
生
こ
の
町
で 

　             

山
下
好
晴

注
連
あ
む
や
平
和
と
不
安
か
ら
み
合
う      

佐
藤
美
智
子

拉
致
の
人
如
何
に
と
冬
の
日
本
海          

阿
部
れ
い
子

 

生
前
の
お
礼
と
し
て

    

社
会
福
祉
協
議
会
へ

 　
 　

  

和   

滝
本 

浩
幸  

様

 　
 　

  

和   

金
山 

信
幸  

様

 

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

和  

瀧
本  

キ
ミ
子  

氏 
85
歳

              

（
12
月
４
日
死
去
）

　

和  

津
留
崎 

津
代
子 

氏 

85
歳

              

（
12
月
15
日
死
去
）

令和７年分　確定申告令和７年分　確定申告

　国税庁ホームページではスマホやパソコンから所得税・消費税・贈与税の申告書を作成し、ｅ‐

Ｔａｘ（電子申告）又は印刷して郵送することができますので、是非ご自宅での申告書の作成・提

出をお願いします。

　郵送により提出される方は、封筒に事業所個別郵便番号（〒０７８‐８５０７）を必ず記載し、

「札幌国税局業務センター旭川分室」宛に送付してください（住所の記載は不要です）。

　深川税務署の閉庁日（土・日曜・祝日等）は、申告相談及び申告書の受付は行っておりませんの

でご注意ください。詳しくは国税庁ホームぺージもしくは深川税務署（℡：２３‐２１９１）へお

尋ねください。

　令和７年分の確定申告はスマホとマイナンバーカードを利用して、ご自宅から申告できるｅ‐Ｔ

ａｘをご利用ください。

　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に沿って金額等を入力する

ことで自動計算で申告書を作成することができ、計算誤りがありません。また、作成した申告書は

そのままｅ‐Ｔａｘで送信できます。

　さらにマイナポータルと連携すれば、給与等の収入に関する情報や医療費・ふるさと納税等の控

除に関する情報を一括取得し、申告書の該当項目に自動入力することができます。マイナポータル

連携の詳細や確定申告に関する情報については国税庁ホームページをご覧ください。

■自宅からスマホとマイナンバーカードを利用したe‐Taxでの申告が便利です

所得税及び復興特別所得税、贈与税　　３月１６日（月）まで
消費税及び地方消費税〔個人事業者〕　 ３月３１日（火）まで

【受付期限】

【問い合わせ先】　深川税務署　℡：２３‐２１９１

令和７年分の所得税の確定申告の受付が２月１６日（月）から始まります。
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◆基準額表

◆令和６年度分計算期間：令和６年８月１日～令和７年７月３１日

　世帯で１年間（８月１日～翌年７月３１日）の医療費と介護サービス費の両方の自己負担

額を合算して、基準額（世帯の限度額）を超えた場合には、申請により、その超えた額が

支給されます。支給対象となる方には毎年３月から４月頃に申請のお知らせをお送りします。 

○医療費、または介護サービス費の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。

○基準額を超える額が５００円以下の場合は、支給の対象となりません。

○新たに後期高齢者医療制度に加入された方、北海道外から転入された方など、申請のお

知らせをお送りできない場合があります。

※１　現世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金控除は８０万円を適用。

         給与所得がある場合、その金額から１０万円を控除）、または老齢福祉年金を受給している方

■高額介護合算療養費とは

負担割合 区分 自己負担額の合計の基準額

３割 現 役 並 み 所 得 者

【課税所得６９０万円以上】２１２万円

【課税所得３８０万円以上】１４１万円

【課税所得１４５万円以上】　　６７万円

２割 一定以上所得者
５６万円

１割

一般

住民税
非課税世帯

区分II（※１） ３１万円

区分I  （※２） １９万円

【問い合わせ先】

　　■役場こども・くらし応援課 医療・介護保険係　℡：３４‐７０３０

　　■北海道後期高齢者医療広域連合　℡：０１１‐２９０‐５６０１

　　　〒０６０‐００６２　札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階

後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ
～～高額介護合算療養費につい高額介護合算療養費についてて～～

北竜町の事件・事故の発生状況（12月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

置き
引き

粗暴犯 その他 合計

2025年 ０ ３ ０ ２ １ ６

2024年 ０ ０ ０ １ ０ １

人 身 事 故 物 損 事 故

2025年 ０ 2025年 38

2024年 ２ 2024年 41
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【問い合わせ先】役場建設課 建築係　℡：３４‐７０３４

　毎年冬になると、屋根に積もった雪や氷、つららなどが落ちて、歩行者がケガをしたり、死亡

する事故が起こっています。冬期間の通行を円滑にし、事故をなくすため、特に次のことに注意

をお願いします。

屋根から落ちる屋根から落ちる
雪や氷の事故防止について雪や氷の事故防止について

●屋根の雪や氷、つららなどが道路に落ちる構造の建物には、事故を防ぐため、

　丈夫な雪止めなどを付けるようにしてください。

●雪止めが付いていても、強さが足りなかったり、針金などの錆や老朽化による破損が

　原因で落ちることもあるので、必ず点検して、悪いところは修繕してください。

●屋根の雪や氷、つららなどは気温がマイナス３度から

　プラス３度程度のときに落ちやすくなります。 

　歩行者や遊んでいる子供たちに注意して、早めに雪や氷、つららなどを

　落としてください。

●ビルの壁、窓枠、突出看板等から落ちる雪や氷は少量でも危険です。

　付着した雪や氷は、こまめに取り除くようにしてください。また、雪などを除去する

　際には、歩行者への十分な安全対策を行うようにしてください。

●雪や氷が落ちるおそれのある軒下などを通行している歩行者には、十分注意を促すよう

　にしてください。軒下では子供たちを絶対遊ばせないように注意してください。

●屋根から雪が落ちた時は、直ちに人が巻き込まれていないか確かめると共に、　

　速やかに落ちた雪を処理してください。

●歩行者や車の通行の支障となりますので、屋根から落ちた雪や敷地内の雪は

　絶対に道路に出さないでください。

　北海道内の事業場で働くすべての労働者（会社員、パート、アルバイトの方、学生さんなど働く

すべての人）及び、その使用者に適用される北海道最低賃金が次のとおり改定されました。

最低賃金額： ：時間額 １，０７５円 ／ 効力発生年月日 ７ １０ ４令和 年 月 日

北 海 道 最 低 賃 金
「ちゃんとチェック！ 最低賃金」

厚生労働省 北海道労働局 労働基準監督署(支署)
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「高齢者虐待について」

（担当：社会福祉士　大井 敬太）

【 第６２回 】　

■高齢者虐待とは？■高齢者虐待とは？

６５歳以上の高齢者をお世話している家族や親族、あるいは、高齢者福祉施設や居宅サービス事業所等で

事業に従事している職員が、高齢者の権利を侵害し人としての尊厳を傷つける行為のことをいいます。

「高齢者虐待防止法」では高齢者虐待を、以下の２つに分けて定義しています。

◎養護者による虐待

　※養護者とは … ６５歳以上の高齢者をお世話している家族・親族、同居人等

◎養介護施設従事者等による虐待

　※養介護施設従事者とは … 高齢者福祉施設や居宅サービス事業所等で業務に従事する職員

■高齢者虐待を防ぐために、私たちができることはたくさんあります■高齢者虐待を防ぐために、私たちができることはたくさんあります

①見守りと声かけ：高齢者が孤立しないように、定期的に訪問したり、電話をかけたりして元気を確認する。

②虐待の兆候を見逃さない：傷やあざ、不安そうな様子など、虐待の兆候に気づいたらすぐに相談する。

③介護者をサポートする：介護の負担が大きい場合、休息や支援を提供して、介護者のストレスを減らす。

④通報をためらわない：虐待を見かけたら、すぐに通報や相談をする。

⑤地域で支え合う：地域社会で高齢者を支え合い、孤立させないようにする。

■高齢者虐待にはいくつかの種類があります■高齢者虐待にはいくつかの種類があります

①身体的虐待：高齢者を叩いたり、押したり、蹴ったりすることです。傷をつけたり、痛みを与える行為

が含まれます。

②心理的虐待（精神的虐待）：高齢者を怖がらせたり、侮辱したり、無視したりすることです。怒鳴ったり、

恥をかかせたり、孤立させたりします。

③経済的虐待：高齢者のお金や財産を勝手に使うことです。例えば、年金を取る、お金を無駄に使わせる

などです。

④放置や無視（ネグレクト）：高齢者が必要なケアを受けられないようにすることです。食事を与えない、

薬を渡さない、トイレに行けないように放置するなど。

⑤性的虐待：排泄の失敗等に対して懲罰的に下半身を裸にして放置する、性的な行為を強要するなど。

高齢者虐待は年々増加し、社会問題になっています。虐待を見つけた場合は早めの通報あるいは相談窓

口に相談することが事態の深刻化を防ぎます。

◎◎高齢者虐待を見逃さない、気づこう、声をかけよう、支え合う地域を作ろう高齢者虐待を見逃さない、気づこう、声をかけよう、支え合う地域を作ろう

■町民のみなさんへのお願い■町民のみなさんへのお願い

「虐待者＝悪者」ではありません。虐待に至る背景には、それぞれの家庭や家族の問題が関わっており、

介護者が「よかれと思って」していることが、実は虐待になることもあります。虐待をしている人を一方

的に非難せず、抱えきれない問題を抱えていることにも理解と配慮が必要です。問題解決のためには、以

下の相談先に連絡してください。

【高齢者虐待の相談・通報先】

　◎北竜町地域包括支援センター　℡：３４‐７０３１

　◎役場こども・くらし応援課 医療・介護保険係　℡：３４‐７０３０

　※相談・通報は匿名で行うことができ、内容に関する秘密も守られます。

　　調査の結果、虐待がなかったとしても、連絡者が責任を問われることはありません。
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２月の
保健・介護予防

行事

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

● モグモグ☆クッキング

● ヘルシー講座

● 認知症物忘れ相談

 ４日（水）10:00～11:30　すこやかセンター

 16日（月）10:00～12:00　すこやかセンター

 16日（月）10:00～11:30　碧水地域支え合いセンター

 24日（火）10:00～11:30　商業活性化施設ココワ研修室

北空知森林組合がきのこの栽培

資材の斡旋をしています、希望

者は役場産業課 商工ひまわり

観光林務係（℡：３４‐７０３２）

にご連絡ください。

（上記の単価は全て税抜き価格です）

※申し込みは３月末まで、なお

原木、ほだ木については配送し

ます。

品目 品種・規格 単価

種

菌

しいたけ ゆう次郎 １，０００個

４，４００円
なめこ ３号 １，０００個

ひらたけ １，０００個

たもぎたけ １，０００個

しいたけ にく丸 ５００個

２，５００円なめこ ２号 ５００個

ひらたけ ５００個

ドリル錐（コマ菌用） 直径９．２～９．４mm ８００円

しいたけ 原木 長さ９０cm
４００円

なめこ 原木 長さ９０cm

しいたけ ほだ木 令和８年度植菌済

９００円なめこ ほだ木 令和８年度植菌済

たもぎたけ ほだ木 令和８年度植菌済

きのこ作りに挑戦してみませんかきのこ作りに挑戦してみませんか

種
駒
（
コ
マ
菌
）

■問い合わせ先　砂川年金事務所　　　　℡：０１２５‐５２‐３８９２

　　　　　　　　役場こども・くらし応援課 戸籍町民生活係　℡：３４‐７０３０

４月振替の２年・１年・６ヵ月前納の申し込みは２月末日迄に!!４月振替の２年・１年・６ヵ月前納の申し込みは２月末日迄に!!

口座振替の申し込みはお早めに！口座振替の申し込みはお早めに！
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．３２８

　

一
月
の
診
療
も
半
分
ほ
ど
終
え

ま
し
た
。
お
見
え
に
な
っ
た
患
者

さ
ん
に
年
末
年
始
の
過
ご
し
方
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

 

高
齢
者
の
方
は
普
段
と
あ
ま
り

変
わ
ら
ぬ
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方

が
多
い
印
象
で
し
た
。
そ
れ
以
外

の
方
は
や
は
り
苦
笑
い
を
し
て

「
食
っ
ち
ゃ
寝
、
食
っ
ち
ゃ
寝
」

の
生
活
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
あ
ね
、
正
月
で
す
も
ん
。

日
本
の
伝
統
文
化
で
す
も
ん
ね
。

あ
り
ゃ
、
先
生
も
そ
っ
ち
で
し
た

か
。
ハ
イ
、
ご
名
答
。

 

子
供
の
頃
は
お
節
料
理
で
食
べ

る
も
の
（
好
き
な
モ
ノ
）
が
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て

い
ま
す
。
義
務
的
に
す
べ
て
の
食

材
を
少
量
口
に
し
ま
し
た
が
、
お

正
月
は
蒲
鉾
と
赤
飯
だ
け
で
過
ご

し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
栗
き
ん

と
ん
も
今
ほ
ど
甘
く
な
か
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
し
、
沢
山
は
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん
も
ん
ね
。
な
の
で

「
お
せ
ち
に
飽
き
た
ら
カ
レ
ー
も

ね
」
と
い
う
Ｃ
Ｍ
が
出
た
時
は
、

子
供
の
心
を
よ
く
ぞ
く
み
取
っ
て

く
れ
た
と
拍
手
し
た
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
時
が
過
ぎ
、
お
と
な
に

な
る
と
、
お
節
料
理
は
す
べ
て
が

酒
の
肴
に
な
る
の
で
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
。
お
煮
し
め
な
ん
か
は

日
本
酒
に
も
ビ
ー
ル
に
も
合
い
ま

す
も
ん
ね
。

　

た
ま
に
は
、
い
い
で
し
ょ
。

普
段
か
ら
食
事
摂
取
量
や
栄
養
内

容
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
気
を
つ
け

て
い
る
方
に
は
。

好
き
な
も
の
を
好
き
な
だ
け
食
べ

て
良
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
い
つ
も
食
事
に
は
注
意

せ
ず
自
由
に
し
て
い
る
方
に
は
言

っ
て
い
ま
せ
ん
よ
。

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
チ
ー
ト
デ
イ

と
い
っ
て
好
き
な
も
の
を
自
由
に

食
べ
て
良
い
日
を
設
け
て
あ
り
ま

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
ス
ト
レ

ス
を
軽
減
さ
せ
ダ
イ
エ
ッ
ト
維
持

の
為
だ
け
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
代
謝
低

下
を
防
ぐ
効
果
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

も
う
一
度
言
い
ま
す
が
こ
れ
は

頑
張
っ
て
い
る
人
の
み
で
す
よ
。

そ
れ
か
ら
週
に
何
回
も
チ
ー
ト
デ

イ
は
反
則
で
す
よ
。
一
週
間
に
一

日
ぐ
ら
い
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
ね
。
そ
の
日
の
為
に
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

そ
う
そ
う
、
頑
張
る
で
思
い
出

し
ま
し
た
。
診
察
室
で
運
動
療
法

に
つ
い
て
話
し
合
う
時
、
ど
の
レ

ベ
ル
の
運
動
を
目
指
せ
ば
い
い
の

か
が
焦
点
と
な
り
ま
す
。
年
齢
や

体
の
状
態
に
よ
り
個
々
で
メ
ニ
ュ

ー
は
変
わ
り
ま
す
。
以
前
も
書
き

ま
し
た
が
私
は
運
動
の
三
本
柱
は

柔
軟
体
操
（
ス
ト
レ
ッ
チ
）、
筋

ト
レ
（
無
酸
素
運
動
）、
有
酸
素

運
動
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

柔
軟
体
操
は
高
齢
者
ま
で
理
解

と
実
践
が
進
ん
で
い
ま
す
。
注
意

す
べ
き
点
は
丁
寧
に
時
間
を
か
け

て
や
る
事
で
す
。

　

筋
ト
レ
は
高
齢
者
で
も
在
宅
で

ス
ク
ワ
ッ
ト
や
腕
立
て
、
腹
筋
な

ど
実
施
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
も
正
し
い
や
り
方
が
大
事
で
す
。

　

有
酸
素
運
動
で
す
よ
ね
、
問
題

は
。
目
標
は
息
が
荒
く
な
っ
て
脈

も
速
く
な
る
程
度
の
運
動
は
欲
し

い
で
す
よ
ね
。
た
だ
の
散
歩
（
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
）
じ
ゃ
負
荷
が
軽
い

か
な
。
少
し
早
歩
き
で
息
が
上
が

る
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

「
が
ん
ば
る
お
散
歩
」
で
す
。

苦
し
く
な
っ
た
ら
ゆ
っ
く
り
歩
き

に
戻
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
っ
ち
は
「
た
ま
に
は
」
で
な
く

運
動
習
慣
と
し
て
日
々
の
生
活
に

取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

たまには、、、

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
２月１８日（水）は午後１時３０分より、浦本先生が深川市において
介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。
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北竜町教育委員会

　　　

右記ＱＲコードより学校
便りをご覧いただけます。
【問い合わせ先】
 北竜町教育委員会 TEL:34-2553

右記ＱＲコードより、準備委員会の様
子等が掲載された「かわら版」令和７
年度第１号をご覧いただけます。

■今後の主催事業

■各学校便り

■北竜町のこれからの学校づくり「かわら版」

■図書館便り

※印刷物でご覧になりたい方は教育委員会
 （℡：３４‐２５５３）までご連絡ください。

右記ＱＲコードより図書館便りをご覧
いただけます。

真竜小学校 北竜中学校

教育委員会主催の社会教育・体育事業
は右記ＱＲコードより詳細をご確認い
ただき電話等でお申し込み下さい。

【参加者を募集している事業予定】
・ふれあい事業（雪あそび）… 2/21（土）
・スポーツ教室（キンボール）… 3/5（木）ひまわり大学１２月講座を開催

　１２月１１日に「ひまわり大学」１２月講座を公

民館大ホールにて開催しました。

　今回の講座は旭川市医科大学の助教 牧野志津氏を

講師としてお招きし、「健康寿命のそのさきに」と題

し、ご講演いただきました。

 　講座は地域包括ケアの話や健康寿命の話など多岐

にわたり、学生にとって貴重な機会となりました。

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

12日（木）
ひまわり大学
２月講座

公民館
大ホール

10:00～

15日（日）
全町女性
ミニバレーボール大会

改善センター  9:00～

21日（土）
ふれあい事業
（雪あそび）

改善センター  9:30～

２月の生涯学習カレンダー　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

2月 2・9・16・23日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

　１２月２６日～２７日の１泊２日の日程で、ネイ

パル深川において北空知の１市４町と雨竜町の中学

生と高校生を対象に「令和７年度北空知を担う中・

高校生の集い」を開催しました。

　今回、北竜町からは中学生８名・高校生１名が参

加し、北空知地域について考えるプログラムを中心

に他市町の生徒と交流を深めました。３月には中学

生がリーダーとして小学生を指導するステップアッ

プ研修会もあるので、沢山の中学生・小学生の参加

をお待ちしております。

　１２月６日に子どもと高齢者のふれあい事業「餅

つき体験会」を開催し、児童２４名が参加しました。

　参加した児童は、推進委員さん指導のもと楽しく餅

つきとあんこ餅作りを行い、女性推進委員さんが作っ

たお雑煮等を食べて、大満足な一日となりました。

子どもと高齢者のふれあい事業
餅つき体験会を開催

令和７年度
北空知を担う中・高生の集いを開催
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地方創生トピックス地方創生トピックス
今年度から新たに始まった地方創生交付金２．０。北竜町ではどのようなことを行っているのか

町民の皆様に知っていただけるよう広報誌を通じて随時お知らせいたします。

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

　まちの基幹産業である農業や建設業の担い手の育成・定着を図るため、また町民生活を支える社協や振興

公社の業務を含め多様な仕事の場を提供することで、若者等の人材の確保と移住定住の促進につなげていく

という、国の制度を活用した新しい仕組みです。道内では１０番目の設立となります。

　１月１９日、発起人（農業者・ＮＰＯひまわり・社協・公社）が集まり総会を

開催しました。拠点となる事務所も決まり、今後は派遣人材として働く社員の募

集や、先進的な組合の視察・意見交換等を行い、本格始動に向け準備を進めてい

きます。

「北竜ひまわり地域づくり協同組合」が設立されました

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

　町内で活動するハンドメイド作家やものづくりグループによる作品のＰＲ・販売促進・交流の場の提供、

また、町固有の地域資源（毛皮・鹿油ロウソク等のジビエ素材・山ぶどうの蔓等の自然素材・藁等の農業素材）を、

全国のクリエイターに知ってもらい使ってもらうことで、町内経済の活性化を図ることを目的としています。

　１月１７・１８日、東京ビックサイトで開催された「ＨａｎｄＭａｄｅ Ｉｎ 

Ｊａｐａｎ Ｆｅｓ＇冬」に町内４グループがブース出展し、作品の販売を行うと

ともに多様な地域資源の現物に触れていただくことができました。また北竜町や

ひまわりライスのＰＲも行いました。

日本最大級のハンドメイドの祭典に出展！

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

　大人が主体の「子育て」から、子ども一人ひとりが自分で学び成長していくことを家庭・地域・行政が支

えていくという、大人の視点や意識の転換と、今後「子育ち」の視点でまちづくりを進めていくための土台

づくりと「子育ち」気運の醸成を図っていくことを目的としています。

　１月１３日、広島大学大学院人間社会科学研究科の山崎茜氏を講師に招き、町

公民館で「“子育ち”とは何か」をテーマに、子どもの可能性を信じ“子育ち”

を支えるこれからのまちづくりについて講演いただきました。子育て中の方をは

じめ、幅広い世代の町民の方々が集まり熱心に耳を傾けていました。

「子育ち」講演会を開催しました

【事業の目的や内容】

【現在の取組状況と今後】

　「わくわく未来創造館（仮称）」の整備を念頭に置き、ひまわりの里全体の今後の活用策や通年利用に向け

たアイデアを町民を含む幅広いメンバー（若手農家・地域おこし協力隊・若手町職員）と、若手商社マンが

一緒に考えることで、持続可能なビジネスプランとそれを形にしていく人や仕組みづくりを検討しています。

　１月２４・２５日、豊田通商社員が町を訪れ、視察や町内メンバーとの検討会

を行いました。「雪の遊び場など、冬のひまわりの里の活用プラン」が、２月中

にはまとまる予定です。今後は提案された内容を踏まえ、できる限り具体化して

いくこととしています。

豊田通商社員と考える冬のひまわりの里の活用プラン


